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諸　口 5146 0 諸　口 26679 8
胡桃 6013 2 アルノルト・ジヤツク 51 8 0
胡椒 20 0 0 損益勘定 9875 5






計 37063 1 計 37063 f
私D．R．の状態（資本）
アルノルト・ジヤツク 51 8 0 胡桃 6013 2












ピエール・ルブラン 備 0 0
ジヤック・レステ 弘 18 6
現金 19447 5
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Slmon　StevlnとRichard　Dafforne（久野）
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1633年10月23日 アムステルダム
??　Survey　of　the　Generall
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1
「」
　　　　　借　方
同上，銀行
同上，House　Kmg　Davld
同上，Susanna　Peeters
同上，Fack　Puddlng
同上，ワイン
同上，ブランテー
同上，ライ麦
同上，Couchaneille
同上，BraSil
同上，利息
同上，損益
同上，ロン｝ン向船積
First　Ballance
Second　Ballance
　　　orTrlall・Ballance
　　（損失）
Thlrd　Ballance
　　orTrue・Ballance
「同L・ハガルグ向船積
同上，ダンチソヒ向船積
同上，保険料
同上，現　金
同上，麻　布
同上，船　舶
同上，Hans　v　Essen
同上，Peeter　Brasseur
同上，Fack　Puddmg
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Stevinの影響であるとした（p　138）。たしか
に，Slmon　Stevmの簿記書の第9章ては，
‘℃omposltlon　D’Estat，　ov　Balance．”（仏語
版）：“Staetmaking　of　Balance．”（蘭語版）
とある。‘’Estate－reckoning”を“balancing”
と理解すれば，“Survey　of　the　Generall
Ballance，　or　Balancing”ということになる
のだから，general　balanceないしgeneral
balancmgのためのSurveyという意味に
なる。　general　balanceないしgeneral
balanCingとは，明冶期のわが国の簿記書な
どは，「総勘定」・「惣勘定」と訳した。要す
るに「決算」・「結算」のことである。また3
組のBallanceの内容は，「決算前試算表」・
「決算整理後試算表」・「決算後（繰越）試算
42
表」に相当するものてあるから，「決算」の
前後に位置する「組になったものが全部出揃
った」“entire”，「試算表」“trial　balance”
であるには違いない。しかし，この理解は，
“Estate・reckoning”を“balancmg”と理解
する立場と表裏一体になって，あまりにも近
現代的 感覚ないし解釈である。勿論，こ
の解釈でピッタリと辻棲は合う。しかし，
Richard　Dafforne自身の意図とは，必ずしも
全面的には合致しないように思える。彼自身
も，帳簿の締切について言及していないとい
うわけではなく，事実，彼は，The　Merchants
Mirrour：etc．，46頁の第216項て，元帳の
general　balanceにっいてのべ，その手続を
要する場合として，前出のSimon　Stevmの
Slmon　StevlnとRichard　Dafforne（久野）
1633年10月23日 アムステルダム
?
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　　Survey　of　the　Generall
　Ballance，　or　Estate・reckonmg　　；
　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　貸方　　　　　1
　同上，銀行　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　：　同上，House　Klng　Davld
　同上，Susanna　Peeters
　同上，Fack　Puddmg
　同上，ブラソデー
　同上，ライ麦　　　　　　　　・
　同上，Couchanellle　　　　　　l
　同上，Brasll　　　　　　　　l
　同上，利　息　　　　　　　　1
　同上，損　益　　　　　　　　　1
　同上，ロンドン向船積
　同上，ハンブルグ向船積
　同上，ダンチッヒ向船積　　　　　1
　同上，保険料1同瑚金　　1
　同上，麻布　　　　　　　　1、1
　同上，船舶
　同上，Hans　v　Essen　　　　　l
　同上，Peeter　Brasseur
　同上，Fack　Pudding　　　　　l
　同上，資　本
　　　　　　　　　計
　　　　　　　　　　　　　　：
First　Ballance
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　　orTnaF塞lance
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Third　Ballance
T，。，蕊H。。，e
簿記書の第10章からそっくり引用して，（1）仕
訳帳・元帳に余白がなくなったとき，（ロ）廃業
のとき，および㊨資本主の死亡のとき，に締
切手続をとるとのべている。しかし，近現代
的な「期間損益計算」および「決算」ないし
「決算制度」を明確に意識していなことは明
らかてある。
　“Estate・reckoning”は，やはり文字通り
の意味に解して，「状態（財産在高）の確定」
とする方がよいと思う。そして，この「新帳
簿」へ繰越すべき「状態（財産在高）の均衡」
が，「本来の」・「真の」“True”「均衡」（艮オ産
在高の均衡）“Ballance”てあるとし，この
Third　Ballanceへと“proceed”（進む）する
ことを前提として，First　Ballance，　Second
43
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Ballanceが存在するとしたのてある。Second
Ballanceを“Triall－Ballance”と呼ぶゆえ
んは，“True・Ballance”を「見出すための
trial」，あるいは，「明確な結論（果）を出すた
めのtrial」だからてあって，後世の簿記用
語の「試算表」trial　balanceと完全に符合
するという性質のものてはない。
　Richard　Daffomeの先の“Survey　of　the
Generall　Ballance，　or　Estate・reckonmg”壱ま，
その機能ないし形式からみて，むしろ，今日
の「精算表」への発展の可能性を充分にひめ
たものとも考えられる。
（4 「仕訳」（journalizing）のRules
簿記の最もテクニカルな側面はといえば，
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いうまてもなく，「仕訳」（Jeurnahzmg）で
あろう。周知のように，ベニス式簿記ないし
パチオリのrズムマ』以来の古典簿記書は，
仕訳ないし仕訳帳に関する限り，当初から，
高度に専門技術的であった。ベニス式簿記の
忠実な継承の時代すなわち16世紀末頃まての
簿記書は，いずれの国のものでも，「懇切な
解説書」というよりは，むしろ教条主義的な
色彩の濃厚なものて，おおむね，極めて単純
44
化した形ての「仕訳のルール」（らしきもの）
を記述するにとどまった。例えば，オールド
カッスル・メリス簿記書（1543　・　1588年）の場
合ていえば，「仕訳記帳には二つの類別（two
denominatlons）があり，一を借主（the
Debitor）といい，他を貸主（the　Creditor）
という。借主はthe　receiver，　the　borrower
のthe　nameであり，貸主はthe　dellverer，
the　lenderのthe　nameである」，「学習者
たるものは，すべからく，このRulesを暗
涌し（by　rote）会得せよ」とするパチオリ
の踏襲てあり，ピール等の簿記書にしても，
大同小異である。
　Slmon　Stevmの場合では，　J．　B．GeiJsbeek
Slmon　StevlnとRichard　Dafforne（久野）
（r前掲書』，p114）も指摘しているように，「仕
訳のルール」らしいものは，何も示してはい
ない。この点hl　Richard　Dafforneとは，ま
さしく，対照的である。
　17世紀に出版されたRlchard　Dafforneの
The　Merchants　Mirrour’etc，1635．と
The　Apprentices　Time－Entertainer　Acco・
mptantly・etc，1670．とは，それまての簿
記書に類例をみない極めて詳細かつ彪大な
「仕訳のルール」（“agreat　mass　of　rules
for　Journahzing”）を示した。前者にあって
15対（30），後者にあっては実に30対（60）に
のぼっている。
　The　Apprentlces　Tlme－Entertainer　Ac・
comptantly：etc．の巻頭にあるJohn　Daff・
ome（Richardの息子）の序文“To　rny　loving
Friends，　et‘”．の中で，　The　Merchants
Mirrour：etc．で示された「仕訳のルール」
“Rules　of∠Atd”に言及しており，　Dafforne
のこのRulesが当時かなり有名てあったこ
とがうかがえる。
　The　Merchants　Mlrrour：etc．の場合て
は，　“Rulesげazde，　verPt　reqUtSεte　tn
Trades　conttnuances，　to　be　learned　Wtthout
booke．”として示されており，　The　Appren・
tlces　Time・Entertainer　Accomptantly：
etc．の場合ては，“The　Rules　of　Aid．1＞bw
follow　the　60　Rules　of　Atd，　dePendεng
uPon　the　Premtses”として示されている。
前者の実況および後者の冒頭と末尾の個所を
参考のために前頁に掲示しておこう。
　この両者の対比からすぐわかるように15対
のRulesは，一般化した仕訳のルールとし
ての性格が明確であるが，その反面，抽象的
て理解し難い面をもっている。30対のいわゆ
るRulesは，厳密にいえばルールとはいい
難く，むしろ，開始（開業）から総括balan・
cingに至る全取引，その典型的な事例をえ
らんだ仕訳の具体的な説明である。そこて，
このような傾向が進めば，当然のことなが
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ら，Rules（その著者がそう名づけようとも）で
はなくて，むしろ，tyPical　mstances『例題』
となる。
　別論文《英米古典簿記書研究拾遺（承前）》
（ 経済論集』第16巻・第3号）て紹介したスネル
（Charles　Snell，1670－1733）の簿記書The
Merchant　Countmg・House：etc．1718で
は，Rule　1～Rule　69を示したが，これも，
ルールではなく，むしろtyplcal　instances
例題』の解説である。かかる形でのRules
の拡大には際限がない。
　このように，Rulesを多岐・複雑化してい
くくらいなら，より徹底して，r例題』と，
記帳の全体を仕訳帳，元帳および補助簿のす
べてに亘って雛形て具体的に示したr例題解
式』とを示し，他はすべて省略してしまう方
がましてある。
　いずれにしても，DafforneやSnellに典
型的にみられたいわゆるRulesの拡大，多
岐・複雑化は，際限がない（endless）。また，
学習者の立場からすると，暗諦せよ（by　rote）
といわれてみても，困難を極め，かつ，馬鹿
気ている。Dafforneなとは，左右30対で60
のRulesを示してはみたものの，いささか
気がさしたのか，The　Apprentices　Tlme・
Entertalner　Accomptantly：etc．のThe
Rules　of　Ald．の末尾ては，やや簡略化した
Rulesとして，他の著者達の例を示してい
る。その一はJohannes（loannes）Bumgha
の簿記書（1627）てあり，他はJacob　van
der　Scheure（Schuere）の簿記書（1634）で
ある。Dafforneはそれぞれ英訳して次頁の
ように紹介している。
　Ioannes　Buinghaの簿記書とは，　Oprecht
fondament　ende　prlnclpalen　inhout　van　het
Itallaens　Boeckhouden，　etc．，　Amsterdam，
1627．であり，Jacob　van　den　Schuereの
簿記書とは，Kort　onder・rlcht　over　het
Italiaens　Boeckhouden，1634．てある。
　「仕訳」は，簿記の技術の中核てあり，永
く簿記教育の主眼目となってきた。資本等式
説とくにそのいわゆる「代数学的な解説」が
登場する以前は，一般的な傾向としては，初
期の極く単純化された「仕訳のルール」から
出発して，次第にルールの数が増大していく
（“agreat　mass　of　rules”）。そして，これら
のルールを暗説させることに終始するように
なる。これては，ルールの数の増大に比例し
て，学習者の苦痛も甚しくなり，たまったも
のてはない。そこて口諦し易いような工夫と
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Slmon　StevmとRlchard　Dafforne（久野）
して，verse　r韻文詩」の形式が流行するよ
うになる。
　前世紀に入ってからは，ケリー（P．Kelly）
の簿記書（Elements　of　Book・keeping，1801，
P・7）に，次のような記述と，なかなかもo
てスマートなverseがみられる。
　“Journalizing　is　however，　found　the
most　di伍cult　part　of　Book・Keeping，　and
di伍culty　ls　probably　encreased　by　the
multiplicity　of　Rules　generally　given　on
the　sub」ect．”
　“These　I　have　here　compriced　in　a　Kind
of　Verse，　to　assist　the　Memory　of　the
Learner．”
　By　Journal　Laws－what　I　receive，
　Is　Debtor　rnade，　to　what　I　gwe；
　Stock　for　my　Debts　must　Debtor　be
　And　Creditor　by　Property；
　Profit　and　Loss　Accounts　are　plain，
　Idebit　Loss，　and　credit　Gain．
　ディーガン（P。Deighan，　A　Complete
Treatise　on　Book・Keeping，　etc．，1807．　p．
v）は，主語を1からWeにかえ，そっくり
準用している。
　米人のメーヒュー（1．Mayhew，　Mayhew’s
Practical　Book－Keeping　etc．，1851．　Art．
273～80）は，主語を1からYouにかえて，
そっくり準用している。もっとも，メーヒュ
ーの場合では，ケリーのまねか，ディーガン
のまねか，今となってはさだかではない
が。
　Richard　Dafforneは，彼の2種の簿記書
によって，多岐・複雑な「仕訳のルール」を
示し，また，Buingha，　Schuereの両簿記書
から引用して簡明化した「仕訳のルール」を
紹介するとともに，The　Merchants　Mirro・
ur：etc．の“Of　The　Leager”の本文の解
説文中に，元帳の1丁（左右頁）に開設の各勘
定口座への記入に関して，次のようなverse
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を示している。
　　　　　　　In　Brtefe，
　The　Ower，　or　the　Owεng　thtng，
　Or　what・so。ever‘omes　to　th　ge：
　u♪on　thεLeft・hand　see　thou　brtng；
　For　there　the　same　mecst　Pla‘ed　bee．
　　　　　　 　　But
　　thePt u to　wゐom　thou　doest伽θ，
　UPon the　Rtght　let　them　bee　5θ彦；
　Or　what・50・ere　doth！Yom　thee　goe，
　To　Pla‘e　them　there　doe　not　forget．
（5）　 Bal18nce　Booke
　Richard　Dafforneは，　The　Merchants
M rrour：etc．の本文51頁のNOTA（庄記）
で，次のような注目すべき記述をしている。
　“Or　if　you　will　not　make　a　Ballance
account　m　your　Leager，　you　may　let
your　Ballance・booke　bee　your　prlvate
contentement；and　transport　each　Ballance
parcell　out　of　the　Old　Leager　lnto　the
New：avoiding　your　Ballance・writing　into
the　Journall，　both　at　the　End　of　the　Old
Leager，　or　Begming　of　the　New；etc．”
　ここては，旧元帳の締切と新元帳への繰越
をのべているわけであるが，これを期末と次
期々首におきかえて，近現代風な　一一般的な課
題として考察すると次の手順が考えられる。
　（その1）
　④　期末に残高（閉鎖）勘定を開設する。
　＠　仕訳帳面で，この残高勘定を相手科目
として，資産諸勘定を貸方に，負債・資本諸
勘定を借方に，それぞれ仕訳する。
　㊨　仕訳帳から元帳に転記して，資産・負
債および資本の諸勘定を締切る（正確にいえば，
CIOSmg　entryてなくbalanCmg＆rullng　entry）。
　⇔残高勘定の貸借は均衡する。
　（＊）次期々首の開始記帳は，仕訳帳面で，
資本勘定を相手科目として，資産諸勘定を借
方に，負債・資本諸勘定を貸方に，それぞれ
仕訳する。
　㈹　仕訳帳から元帳に転記して，資産・負
債および資本の諸勘定を繰越す。但し，この
場合，資本勘定の貸借の記帳は，諸ロとして
それぞれ合計額て示すこともある。
　（ト）残高（開始）勘定を開設するという方式
は，英書でみる限り，極めて初期のもの以外
はみられない。
　（その2）
　（イ）期末に残高（閉鎖）勘定を開設する。
　（ロ）資産・負債およひ資本の諸勘定からこ
の残高勘定への振替は，直接ロ座間振替の方
式による。ただし，この場合，事前に各勘定
の残高を集めて一表（aSheet）を作り，検
算をして確認をしておく。この表を「残高
（Balance）表（Sheet）」とよぶ。あるいは，
Balance　Proof（検算）Sheetともいう。
　㊨　次期々首の開始記帳は（その1）に準
ずる。
　以上の手順を，世間では，一般に「大陸式
決算法」という。わが国の簿記テキストては，
これと対比して，いわゆる「英米式決算法」
が解説されている。この両方法の史的展開過
程と問題点については，別に再三にわたって
論じているので省略する。
　先掲のRlchard　DafforneのNOTAの
小文は，多少とも文意に曖昧なところもある
が，世間ていう「英米式決算法」への方向を
相当程度示唆する見解のようにも思える。そ
のゆえんにつき敷彷してのべる。
　彼のいうBallance　Bookeにつき，彼自
身の説明をきこう。r前掲書』第218項から第
221項てBallance（Triall　or　True）を解説
しているのであるが，その中で，Ballance
Paper　or　Ballance　Bookeの記述が，次の
ような形で出てくる。
　‘‘upon　a　Paper，　or　in　a　Booke　thereto
prepared”
　つまり，各勘定のBal1anceを一表（a
Paper）に集めてもよいし（彼はBallance
Sheetという用語は採用していない），一帳（a
Booke）に集めてBallance　Bookeを作って
もよいわけである。
　第240項ては，元帳の締切に言及して，銀
行勘定の残高，現金勘定の残高等をBallance
Bookeに送記し，損益勘定の貸借差額を資
本勘定に振替えて締切り，さらに，資本勘定
の貸借差額（正味財産在高・Summe。f　your
Estate）をBallance　Bookeに送記する手続
を解説している。
　Da｛fome　の場合は，　Ballance　Paper
（Sheet）とBallance　Booke（の機能）を同
一視しているわけてあるが，似かよった他の
例でいえば，Inventory　SheetとBook　of
Inventoryがある。この楊合も，　Sheetと
いいBookといっても同じもので，いずれも，
日本語でなら「財産圓録」である。後者につ
き，わざわざ「財産目録帳」といわなくとも
よい。明治（初期）にそうよんだ例はあるが。
　前掲のRlchard　DafforneのNOTAの記
述にもどって考えてみると，“your　prlvate
contentement”とある箇所がどうも判然と
しないが（JBGeiJsbeekは，　prlvate　lnform
atlonと解した。『前掲書』139頁），　Ballance
Booke，つまりBallance　Paper（Sheet），
さらに一般的にいえば「繰越試算表」，を用
いることによって記帳の継続性を確保した上
で，旧元帳の締切と新元帳への繰越，一般的
にいえば期末の締切と次期々首への繰越を，
直接各勘定口座面で行なおうとするわけであ
る。ここまでくれば，まさしく，世間ていう
「英米式決算法」である。
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